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第２四半期業績予想と実績値の差異及び 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成２７年６月１２日に公表しました、平成２８年４月期第２四半期累計の業績予想と、

本日公表の実績において差異が生じましたので通りお知らせいたします。また、最近の業績

動向を踏まえ、平成２８年４月期業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいた

します。 

記 

 
 

１．平成 28 年 4月期第２四半期(累計)連結業績予想と実績との差異(平成 27 年 5 月 1 日～平成 27 年 10 月 31 日) 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１ 株 当 た り

四 半 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

１，３００ 

百万円

３

百万円

１４

百万円 

９ 

円 銭

１.７２

実 績 値   （ Ｂ ） １，２８１ ２８ ３３ ２１ ４.１１

増 減 額（Ｂ－Ａ） △１８ ２５ １９ １２ 

増 減 率（ ％ ） △１.５ ８５４.６ １３６.０ １３９.３ 

（参考） 

前第２四半期実績 

（平成 27 年 4 月期 

第２四半期） 

１，２９２ △７ △２ △５ △１.０６

 

２．平成 28 年 4月期第２四半期(累計)個別業績予想と実績との差異(平成 27 年 5 月 1 日～平成 27 年 10 月 31 日) 

 売 上 高 経 常 利 益 四 半 期 純 利 益
１ 株 当 た り 

四 半 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

１，２７０ 

百万円

１４

百万円

９

円 銭 

１.７２ 

実 績 値   （ Ｂ ） １，２４６ ３４ ２２ ４.２４ 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △２３ ２０ １３  

増 減 率（ ％ ） △１.８ １４３.０ １４６.９  

（参考） 

前第２四半期実績 

（平成 27 年 4 月期 

第２四半期） 

１，２４２ △２ △５ △１.０８ 

 

 

 

 

 

 



 

 

３．平成 28 年 4月期通期連結業績予想の修正(平成 27 年 5 月 1 日～平成 28 年 4 月 30 日) 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

２，６７０ 

百万円

５０

百万円

７５

百万円 

４０ 

円 銭

７.６３

今 回 修 正  （ Ｂ ） ２，６７０ ９０ １００ ６０ １１.４５

増 減 額（Ｂ－Ａ） ―  ４０ ２５ ２０ 

増 減 率（ ％ ） ―  ８０.０ ３３.３ ５０.０ 

（参考） 

前期実績 

（平成 27 年 4 月期） 

２，５６４ ２０ ４０ １９ ３.６９

 

４．平成 28 年 4月期通期個別業績予想の修正(平成 27 年 5 月 1 日～平成 27 年 10 月 31 日) 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

２，６００ 

百万円

７０

百万円

３７

円 銭 

７.０６ 

今 回 修 正  （ Ｂ ） ２，６００ ９８ ５９ １０.１２ 

増 減 額（Ｂ－Ａ） ―  ２８ ２２  

増 減 率（ ％ ） ―  ４０.０ ５９.５  

（参考） 

前期実績 

（平成 27 年 4 月期） 

２，４９６ ３９ １８ ３.５７ 

 
５．差異の理由 

（第２四半期累計期間業績予想と実績値の差異） 

第２四半期累計期間の連結売上高は、その他商品の減少を新規受注でカバーすべく、５層フィルム拡販活

動を進めてまいりました。なかでも、ＳＢＮ規格袋のラインアップ増により顧客シェアアップが進みました

が前回予想を下回りました。利益面につきましては、全社あげてのコスト削減や、原油・ナフサ市場が低水

準で推移したこと、また、受取利息や作業くず売却益の計上等により前回予想を上回ることになりました。 

なお、個別業績につきましても連結業績と同様の理由により、予想と実績に差異が生じました。 

（通期業績予想の修正） 

第２四半期累計期間の業況を踏まえ、連結及び個別の業績予想を修正いたします。 

 

（注） 本資料に記載されている予想値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績

は、今後の様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上  


